
平成 30 年度 第 5回東区協議会次第 

日時：平成 30年 8 月 24 日（金）午後 1時 30 分から 

会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議事 

 地域課題について 

 東区協議会委員会活動の報告について 

４ その他 

（1）東区の取り組み「西日本豪雨災害に伴う被災地派遣職員による業務報告」 

（2）その他 

（3）9月の開催予定 平成 30 年 9 月 25 日（火）午後 1時 30 分から 

           会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

  10 月の開催予定 平成 30 年 10 月 12 日（金）午後 1時 30 分から 

           会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

５ 閉会 
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所属長 平成３０年８月１３日  

通知等 市民部 市民協働・地域政策課

区協議会の開催日程（８月）について

このことについて、次のとおり区協議会が開催されますのでお知らせします。

協議会名 回数 日 時 場 所 会議内容（予定） 傍聴定員 問合先

中区
協議会

第5回
8月29日
（水）
13：30～

浜松市役所
北館1階
101会議室

・（協議）平成31年度予算編成に対する区重
点提案事業について
・その他

10人程度
(先着順)

中区役所
区振興課

TEL:457-2210

東区
協議会

第5回
8月24日
（金）
13：30～

東区役所
3階　31・32会議

室

・地域課題について
・その他

10人程度
(先着順)

東区役所
区振興課

TEL:424-0115

西区
協議会

－ － － － －
西区役所
区振興課

TEL:597-1112

南区
協議会

第5回
8月23日
（木）
13：30～

南区役所
3階　大会議室

・(協議)平成31年度予算要求における南区
の重点提案事業について
・地域課題について
・その他

5人程度
(先着順)

南区役所
区振興課

TEL:425-1120

北区
協議会

第5回
8月23日
（木）
13：30～

北区役所
3階　31・32会議

室

・（協議）平成30年度地域力向上事業の提案
について
・地域の情報等について
・その他

5人程度
(先着順)

北区役所
区振興課

TEL:523-1168

浜北区
協議会

第5回
8月23日
（木）
13：30～

浜北区役所
3階　大会議室

・（協議）浜松市浜北区中瀬及び豊保の各一
部の区域における住居表示の実施について
・地域課題について
・その他

10人程度
(先着順)

浜北区役所
区振興課

TEL:585-1141

天竜区
協議会

第5回
8月29日
（水）
14：00～

天竜区役所
2階　21・22会議

室

・（答申）財産譲与に伴う熊財産区の廃止に
ついて
・地域課題について
・その他

5人程度
(先着順)

天竜区役所
区振興課

TEL:922-0013

市民部 市民協働・地域政策課 担当：増田
ＴＥＬ ４５７－２０９４



第 3回交通安全委員会 議事概要 

日 時 平成 30 年 8 月 2 日（木）10:00～11：20 

会 場 東区役所 33 会議室 

出席者 大軒 孝幸、齋藤 國弘、齋藤 孝明、齋藤 宣男、佐藤 公治、髙  和美、田中 充

（50 音順・敬称略）

事務局 鈴木 勝久、梅尾 友里奈（区振興課） 

１ 交通事故の現状について（東警察署交通第一課長より） 

・東区の平成 29 年中の人身事故件数は 1,648 件（△220 件）、死者数 4 人（2 人）、

負傷者数 2,170 人（△248 人）で、人身事故件数が大幅に減少した。 

  ・人身事故件数におけるH24年からの減少率は17.7％であり、北区に続き高かった。 

  ・東区内で発生した事故原因の多くは、「追突」「出合い頭」。事故原因全体の構成率

は、県下平均より高く、気を付けなければいけない。 

  ・第一当事者の年代別をみると、20 歳代が最も多い。今後は若者に向けての啓発活

動も重要視する必要がある。 

  ・事故発生時間帯は、16 時～20 時に多く、全体の 28.7％を占める。 

  ・地元で事故が起こりやすい場所や、危険に感じる場所があれば、警察へ相談して

ほしい。警察で事故マップを作成しているので、区を通してお渡しする。 

２ 敬老会チラシについて 

・「ご長寿おめでとうございます」の部分を大きくする。 

３ その他 

 ・特殊詐欺 DVD の鑑賞。 

・次回の委員会の日程は、9月の東区協議会で調整。 

















第 2回地域福祉委員会 議事概要 

日 時 平成 30年 7月 30 日（月）13:30～15:15 

会 場 東区役所 3階 33 会議室 

出席者 石津幸子、熊岡邑子、杉本ともえ、鈴木祐一、髙井昭、村松信子（50 音順・敬称略）

     中野一宏 社会福祉課長、鈴木教郎 長寿保険課長、野沢和好 健康づくり課長 

事務局 吉垣幸和、長谷川光洋 

１ 議事 

○長寿保険課の担当業務について 

  ・長寿保険課 鈴木教郎課長、藤澤主任より長寿保険課担当業務について説明 

   ＜各委員からの質問等＞ 

    ・介護者の心身の負担が大きい 

    ・地域包括支援センターの役割が重要となってくるが、市から業務を委託しているという

ことで、現場を知らない市の職員が多くなってくるのではないか 

    ・バスタクシー券が廃止になったが、高齢者のタクシー利用料金の１部助成があると聞い

たが市からの助成か 

      →運転免許証の返納者に対し、タクシー業者が独自に行っている 

    ・病院へ行く場合や買い物に行くときなど、送迎してあげることが出来ず困る 

    ・運転免許証の返納者への助成もあるので、タクシーの利用を習慣化させてはどうか。市

でもさらに助成するといったことも検討してはどうか 

    ・買い物については、家事支援で代理で行っている 

    ・自治体や地域包括支援センター、民生委員や自治会などで構成される協議体ができてく

ると様々な課題の解決に期待ができるのではないか 

    ・ボランティアの募集については、地域によって集まる地域とそうでない地域とある 

  ○その他 

   ・地域防災委員会とともに福祉避難所について、設置が想定されている竜西荘を視察し、現

状の確認、意見交換を行うこととする（１０月に予定） 

  ○今後（次回）の予定について 

・次回は、今回出た意見について引き続き意見交換するとともに、竜西荘での視察に向けて

高齢者の避難の状況等についても意見交換を行う予定 

２ その他 

【次回開催】 

     日時：平成３０年９月１０日（月） １３時３０分から 

     会場：東区役所３階 ３１会議室 



広島県 全域地図 



西日本豪雨災害に伴う被災地派遣の業務報告（広島県竹原市） 
区振興課  

１ 派遣自治体（竹原市）の基礎情報 

 (1) 面積   118.23ｋ㎡ 

 (2) 人口    25,187 人 

 (3) 市職員数   240 人（うち防災担当は２人） 

２ 派遣期間、業務内容 

 (1) 派遣期間  ７月 18 日から７月 22 日の５日間 

 (2) 業務内容 

ア 避難所ニーズ調査 イ 被災者支援法の確認、運用 

３ 被害の概要（７月 13 日時点） 

 (1) 発災理由  ７月５日から７日の豪雨によるもの 

 (2) 人的被害 

ア 死 亡   ４人 イ 負 傷 者  ５人 

 (3) 住家被害  

ア 全 壊   ６件 イ 床上浸水 327 件 

ウ 床下浸水 647 件 エ 孤立集落 ２か所(宿根、戸石) 

 (4) 避難者情報 

ア 避 難 所 ５か所（最大 17か所） 

イ 避難者数 4 8 人（最大 794 人） 

(5) ライフライン 

   ア 電 気 一部停電があるものの、 

発災から４日後にはほぼ復旧 

   イ 水 道 北部地域を中心に断水が継続 

他都市、自衛隊による給水活動を実施中 

４ 竹原市の抱えている課題 

(1) 職員数が少なく、１人１人の負担が重い。 

(2) 特に防災担当の２人は発災から、ほとんど家に帰れていない状態が続いている。 

(3) テレビ等の報道が少なく、ボランティアや支援物資が足りない。 

５ 浜松市の課題と市民のみなさんへのお願い 

 (1) 東区役所も職員数 140 人（うち防災担当３人）と少なく、災害時、職員の負担増が懸念され

る。職員のローテーションや役割分担の再確認が必要である。 

 (2) 大規模災害時、被災規模の大小にもよるが、近隣の他都市に報道や支援が集まる可能性もあ

る。そのため、水や非常食等の準備や災害時、助け合えるような地域作りをしてほしい。 



別紙 資料

凡例 

赤       ・・・市境 

青         ・・・浸水箇所 

黒        ・・・通行止め 

紫       ・・・死亡事故発生箇所

オレンジ     ・・・孤立集落 



西日本豪雨災害に伴う被災地派遣の業務報告（広島県呉市） 

健康づくり課 

１ 派遣自治体について 

 (1) 呉市（中核市）・面積 353.7 ㎞ ・人口 226,725 人・世帯 110,559 件 

 (2) 呉市安浦町  ・面積 63.53 ㎞ ・人口 10,842 人 ・世帯 5,008 件 

  安浦町は、平成 17年に呉市に編入された町。JR の駅は 2駅。 

  野呂川ダムがある、海と山に囲まれたのどかな町。 

２ 派遣期間、業務 

 (1) 派遣期間：平成 30 年 7 月 12 日（木）～7月 18 日（水）の 7日間 

 (2) 業務：避難所で生活している住民の健康管理及び衛生管理 

      自宅で生活している住民宅へ訪問し、健康管理 

３ 被災地域の状況 

 (1) 家屋：床上浸水が多い、倒壊もあり ⇒  避難所や親戚宅へ。避難所は 5か所開設 

(2) インフラ：断水しているエリアあり。電気は復旧しているエリアが多い 

(3) 中心街（安浦駅周辺）：床上浸水が多数あり 

  駅、医院、薬局など生活に必要な機関が被害受ける 

 (4) 感想 

   ・同じ町内でも被害の差が大きい ⇒ 被災後の生活に大きな差が生じている 

     ・想定していなかったことが起きた ⇒ 日頃の備えが大切 

   ・ストレス、疲れ、持病の悪化 ⇒ 専門チームとの連携の必要性 

   ・支援物資 ⇒ 行き届かないエリアがあり、情報把握が必要 

４ 活かしたいこと 

・浜松市の中山間地域と似た地形 ⇒ 同様の災害が起きた場合の対処を考える必要がある 

 ・自治会長等からの情報による要援護者の把握 ⇒ 行政同士、地域住民との連携が大切 

５ 日ごろの心得  

・水や食料の備蓄 

・ハザードマップの活用 

・警報時、早めの避難 

被害の大きかった地区・安浦町全体の航空写真







（東区役所地域力向上事業） 

平成 30年度 おじいちゃん・おばあちゃんのための作品展 事業実施計画 

東区長寿保険課 

１ 目的 

敬老の日を中心として、小学生の描いたおじいちゃん・おばあちゃんの似顔絵及びメッセー

ジをイオンモール浜松市野のスペースに展示することにより、敬老の日の意識高揚を図る。

２ 内容 

 大瀬小学校・中郡小学校・有玉小学校・豊西小学校・中ノ町小学校の 1 年生～2 年生の児童

が描いた絵画及びメッセージを展示。 

※東区の今回記載のない小学校は平成 25年度からすでに実施済み 

３ 作品の募集方法 

   当課で用意した指定画用紙を配布し、夏休みの自由課題の一つとして募集

作品を応募してくれた児童には参加賞を贈呈

４ 応募作品と展示数 

応募作品約 500点を予定（1人 1作品） 

   ※夏休みの自由課題のため提出日（8月 31 日）以降に確定

５ 実施（展示）会場、展示方法及び実施時期（展示日） 

・展示会場  イオンモール浜松市野 イオンモール専門店街 1F サウスコート 

 ・展示方法  縦置きパネル（120ｃｍ×180ｃｍ）×8枚 両面に学年ごとに掲示 

 ・展 示 日  前期 9 月 12 日（水）9時 ～ 9 月 19日（水）正午 

        中期 9 月 19 日（水）午後 ～ 9 月 26 日（水）正午 

        後期 9 月 26 日（水）午後 ～ 10月 3日（水）18 時 

         ※展示校の組み合わせは出品数で確定 

６ 効果 

   児童が描いたおじいちゃん・おばあちゃんの微笑ましい似顔絵とメッセージにより、おじいちゃ

ん・おばあちゃんに対する心から感謝し敬う気持ちを伝えることができる。

また、展示作品を鑑賞する市民の方にもほのぼのとした感情を抱かせることで、敬老の日の意識

高揚が図られる。

【裏面あり】 

H30.8.24 

第 5 回東区協議会 



７ 昨年の展示と報道状況 

【テレビ放映】 

    浜松ケーブルテレビの番組「ウィンディニュース さんちょく！」において、9月 18 日（敬老

の日）に約 3分間放映。当日は計 6回放映。 

【新聞報道】 


